
提

出

者

津

川

祥

吾

平
成
十
五
年
二
月
十
日
提
出

質

問

第

一

八

号

高
額
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
廃
止
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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高
額
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
廃
止
に
関
す
る
質
問
主
意
書

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
偽
造
対
策
を
理
由
に
、
平
成
十
五
年
一
月
二
十
一
日
付
で
、
五
万
円
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
及
び
三

万
円
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
販
売
終
了
（
平
成
十
五
年
二
月
二
十
八
日
）
と
利
用
停
止
（
平
成
十
六
年
三
月
一
日
）
が
発
表

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
利
用
者
が
従
来
か
ら
得
て
い
た
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
利
用
者
の
便
益

を
損
な
う
行
為
で
あ
る
。
し
か
も
、
偽
造
対
策
と
し
て
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
理
由
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
は
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
適
切
な
方
法
か
ど
う
か
も
疑
問
が
残
る
。

ま
た
、
扇
国
土
交
通
大
臣
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
前
払
割
引
制
度
に
よ
り
、
五
万
円
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
と
同
様
の
割
引
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
低
下
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
等
に
別
途
数
万
円
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
や
、
自
動
二
輪
車
の
様
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
で
き
な
い
車
両
が
あ

る
こ
と
を
無
視
し
た
発
言
で
あ
り
、
利
用
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
到
底
理
解
し
が
た
い
発
言
で
あ
る
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普
及
を
図
る

と
い
う
方
向
性
は
正
し
い
と
し
て
も
、
現
在
、
普
及
率
が
一
割
に
も
満
た
な
い
状
況
に
お
い
て
、
高
額
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の

廃
止
を
強
行
す
る
の
は
、
性
急
す
ぎ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
偽
造
に
よ
り
、
ど
の
程
度
の
被
害
が
出
て
い
る
の
か
。

一



二

五
万
円
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
及
び
三
万
円
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
偽
造
対
策
と
し
て
ど
の

程
度
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

三

五
万
円
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
及
び
三
万
円
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
全
体
の
便
益
は

ど
の
程
度
損
な
わ
れ
る
と
考
え
る
か
。
割
引
率
低
下
に
よ
る
通
行
料
負
担
増
や
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
の
た
め
の
費
用
負
担

増
な
ど
、
項
目
と
金
額
を
計
算
根
拠
と
共
に
示
さ
れ
た
い
。

四

五
万
円
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
及
び
三
万
円
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
効
用
は
ど
の
程

度
得
ら
れ
る
と
考
え
る
か
。
偽
造
に
よ
る
損
失
の
防
止
や
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
普
及
に
よ
る
渋
滞
の
解
消
な
ど
、
項
目
と
金
額
を
計
算

根
拠
と
共
に
示
さ
れ
た
い
。

五

Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普
及
率
が
一
割
に
も
満
た
ず
、
自
動
二
輪
車
の
様
に
そ
も
そ
も
Ｅ
Ｔ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
利
用
者
も

多
い
現
状
に
お
い
て
、
高
額
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
廃
止
を
強
行
す
る
緊
急
性
は
何
か
。

右
質
問
す
る
。

二


